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柳津町の予算が決定
令和７年度は63億2,886万円です

３
月
５
日（
水
）か
ら
１４
日（
金
）ま
で
第
一
回
柳
津

町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
予
算
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
４
２
億
９
，
０
０
０
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
１
億
５
，
０
０
０
万
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
予
算
は「
第
６
次
柳
津
町
振
興
計

画
」の
将
来
像「
み
ら
い
創
生
。
ひ
と
・
ゆ
め
・
れ
き

し
を
つ
な
ぐ
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
て
、
計
画
に
掲

げ
る
５
つ
の
基
本
目
標

１
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

２
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

３
活
力
あ
る
産
業
と
賑
わ
い
と

　
交
流
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

４
快
適
で
う
つ
く
し
い
ま
ち
づ
く
り

５
協
働
に
よ
る
健
全
で
開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り

を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
の
予
算
と
し
て
編
成
し
て

い
ま
す
。

今
号
で
は
、
予
算
概
要
及
び
主
な
事
業
を
お
伝
え

し
ま
す
。

※
表
示
単
位
未
満
は
四
捨
五
入
し
て
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
生
活
し
て
い
く
中
で
必
要

と
な
る
、
教
育
・
福
祉
・
道
路
整
備
な
ど
、

基
礎
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

の
予
算
を『
一
般
会
計
』と
言
い
ま
す
。

こ
の
一
般
会
計
と
人
口
の
数
値
を
用
い

る
と
、
下
の
式
の
と
お
り
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
に
１
年
間
に
使
う
経
費
を
算
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
一
般
会
計
の
他
に
、
柳
津
町

に
は
５
つ
の『
特
別
会
計
』と
２
つ
の『
公

営
企
業
会
計
』が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
会
計
】

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
一
般
会

計
と
区
別
し
て
処
理
す
る
会
計
で
す
。

【
公
営
企
業
会
計
】

地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
複
式
簿

記
や
発
生
主
義
に
よ
る
会
計
処
理
を
行

い
ま
す
。
決
算
時
に
貸
借
対
照
表
や
損

益
計
算
書
な
ど
の
財
務
諸
表
が
作
成
さ

れ
ま
す
。

皆さんのために、
どのような計画・
予算があるのか
を、ぜひご確認
ください！

『予算』とは、１年間
で柳津町に入ってく

るお金がどのくらいあるか、
どのような行政サービスを行
うかを計画し、そのために使
うお金を見積もることです。
また、予算の使い道を記した
ものを『予算書』といいます。

各課では、町民アン
ケート等から把握し

た皆さんのご意見やご要望
を踏まえ、町長の案も取りま
とめた上で、１年間の行政サ
ービスを検討します。取りま
とめたものは、町民の代表で
ある町議会へ提案します。町
議会では、提出された予算書
について議論・審議し、議決
により予算が成立します。

災害が発生するなど
当初予測できなかっ

た支出が必要になる場合や、
事業を進めていく中で当初見
込んでいた予算よりも少ない
額で可能となるということが
あります。
このような場合、町長は予算
案を作成し、町議会へ予算を
増やすこと、または減らすこ
とを提案します。このことを

『補正予算』といいます。

A.A.A.

毎年広報に載っている
けど、そもそも『予算』っ
てなに？

42億円以上のお金の使
い道を、誰がどうやって
考えて、誰が決めている
の？

年度初めに１年分の予算
を決めると、足りなくな
ったり、逆に必要がなく
なったりしないの？

42億9,000万円（令和7年度一般会計予算）÷2,828人（令和7年3月1日現在の人口）
＝

約152万円（前年度は約142万円）

令和７年度 令和６年度 比　較 前年対比（％）

一　　般　　会　　計 429,000 414,000 15,000 3.6

特　
　
　
別　
　
　
会　
　
　
計

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 8 30 △ 22 △ 73.3

国民健康保険特別会計（事業勘定） 43,000 47,650 △ 4,650 △ 9.8

国民健康保険特別会計（施設勘定） 5,950 6,000 △ 50 △ 0.8

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 6,300 6,030 270 4.5

介 護 保 険 特 別 会 計 59,920 58,790 1,130 1.9

町 営 ス キ ー 場 事 業 特 別 会 計 930 930 0 0.0

特 別 会 計 合 計 116,108 119,430 △ 3,322 △ 2.8

合　　　　　計 545,108 533,430 11,678 2.2

令和７年度 令和６年度 比　較 前年対比（％）

公
営
企
業
会
計

簡 易 水 道 事 業 会 計 51,039 54,738 △ 3,699 △ 6.8

下 水 道 事 業 会 計 36,739 35,514 1,225 3.4

公 営 企 業 会 計 合 計 87,778 90,252 △ 2,474 △ 2.7

令和７年度　会計別予算額 （単位：万円、％）
年度別

年度別

会計別

会計別
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自主財源
町税や使用料など、
町が自主的に収入で
きる財源

繰入金 主に積立金（基金）の取り崩しによる一般会計への繰入金

町税 町民の皆さんや町内の企業が町に納める税金

その他の収入 諸収入、寄附金、分担金及び負担金、財産収入

使用料及び手数料 各種施設の使用料や住民票交付の手数料など

繰越金 前年度からの繰越金

依存財源
補助金や地方交付税、
町債など、国や県の
決定により交付など
がされる財源

地方交付税 国から財源不足の地方に交付される資金

町債 特定の目的のために、町が国や銀行から借り入れる資金

国庫・県支出金 特定の目的のために、国や県から交付される資金

その他の交付金
地方消費税交付金、法人事業税交付金、環境性能割交付金、地
方特例交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、交通
安全対策特別交付金、利子割交付金、自動車取得税交付金

地方譲与税
国税として徴収した自動車重量譲与税や地方揮発油譲与税の
一部から町へ配分される資金

性質別

補助費等 消防署、ごみ処理施設の負担金、町の個人
や各種団体に交付する補助金などの経費

人件費 職員の給料や議員報酬など

物件費 消耗品、光熱水費、電話料金、施設の
管理などに使われる経費

公債費 これまでに町が借り入れたお金の返済
に充てる経費

普通建設事業費 施設や道路の建設に使われる経費

繰出金 国民健康保険や介護保険などの特別会計
の事業経費を負担するため支出する経費

維持補修費 施設や道路を維持するための経費

扶助費 子どもや高齢者や障がい者の方を援助
するための経費

投資及び出資金 地方公営企業会計への出資金などの経費

積立金 基金（貯金）へ積み立てるための経費

貸付金 町が貸し付けるための経費

予備費 予算の不足や予定外の支出に備えるた
め、使途を特定しない

災害復旧事業費 災害被害の復旧のための経費

目的別

総務費 町政全般の管理などに使われる経費

民生費 高齢者・障がい者・児童などの福祉に使われ
る経費

教育費 教育、文化・スポーツの振興などに使われる経費

公債費 これまでに町が借り入れたお金の返済に充て
る経費

土木費 町道、町営住宅などの整備や管理に使われる経費

農林水産業費 農林水産業の振興、農道・林道などの整備に
使われる経費

諸支出金 いずれにも分類されない経費

商工費 観光・商工業の振興に使われる経費

消防費 消防、水防、災害対策に使われる経費

衛生費 健診や予防接種、ごみ処理などに使われる経費

議会費 議員報酬や議会運営に使われる経費

予備費 予算の不足や予定外の支出に備えるため、使
途を特定しない

災害復旧費 災害被害の復旧に使われる経費

総務費
9億2,775万円
　　  （21.6%）

補助費等
8億9,336万円
　　  （20.8%）

教育費
6億1,272万円
（14.3%）　　  

 普通建設
 事業費
5億
4,219万円
(12.7%)

公債費
5億
  4,617万円
　  （12.7%）

物件費
7億8,226万円（18.2%）

繰出金
1億8,721万円（4.4%）

公債費
5億4,617万円
（12.7%）

土木費
3億3,421万円
　　（7.8%）

民生費
6億

1,707万円
（14.4%）  人件費

  8億
8,663万円
(20.7%)   

消防費
2億2,154万円（5.2%）

商工費
2億3,436万円
（5.5%）

予備費 2,296万円（0.5%）投資及び出資金 5,076万円（1.2%）

扶助費
1億4,560万円（3.4%）
維持補修費
1億6,263万円（3.8%）

貸付金 2,318万円（0.5%）積立金 3,042万円（0.7%）

災害復旧事業費 1,663万円
（0.4%）

衛生費
1億3,393万円
（3.1%）

議会費
5,530万円
（1.3%）

予備費
2,296万円（0.5%）

災害復旧費
1,663万円（0.4%）

歳出
42億9,000万円

農林水産業費
2億8,441万円
（6.6%）

諸支出金
2億8,295万円 
（6.6%）

国庫支出金
2億9,005万円
（6.8%）

県支出金
2億3,942万円
（5.6%）

使用料及び
手数料
5,086万円
（1.2%）

繰越金
4,500万円
（1.0%）

その他の収入
1億7,162万円
（4.0%）

地方譲与税 7,340万円
（1.7%）

その他の交付金
9,495万円（2.2%）

自主財源
（26.2％）

依存
財源

（73.8％）

地方交付税
21億2,000万円（49.4%）

町債
3億4,580万円
（8.1%）

町税
4億1,290万円
（9.6%）

繰入金
4億4,600万円
　　  （10.4%）

歳入
42億9,000万円

（単位：万円、％）（単位：万円、％）
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豊かな心を育むまちづくり

活力ある産業と賑わいと
交流のあるまちづくり

協働による健全で開かれたまちづくり

健康で安心して暮らせる
まちづくり

快適でうつくしい
まちづくり

令和７年度は、こんな事業を行います。

学校・地域スポーツアドバイザー事業
学校部活動の地域移行とその展開を推進するため指導助言
と体制づくりを行う。

学校給食センター施設整備事業
給食運搬車等を収納するための車庫を建設し、健全な車両・
機器の管理による安全な運搬・運行体制を図る。

国際交流推進事業
国際交流に向けた多様な人材育成のため、関係団体の育成や各種交流活動・学習プログラムを支援する。

文化財保存活用推進事業
地域の文化資源の調査と利活用に向けた計画策定により、文化財の保存継承に向けた基盤づくりを行う。

（文化財調査、法指定の文化財保存活用地域計画の策定、協議会運営）

ふくしま森林再生事業
琵琶首・牧沢地区において間伐、作業路開設等を行う。

森林環境譲与税事業
森林利活用ビジョン運営・桐製品配布・森林境界明確化
事業委託を行う。

ふくしまＤＣ事業
大型観光キャンペーン「ふくしまＤＣ」への参画と地域と一体となった特別企画を実施する。
※ふくしまＤＣ（ふくしまデスティネーションキャンペーン）とは
　ＪＲグループと県・市町村・地元の観光事業者などが一体となって、各地域の魅力を発信する観光キャンペーン。

物価高騰対策事業
物価高騰対策として、プレミアム付き商品券発行支援を行う。

まちづくり支援事業
町の未来を担う人材を育て、住民主体のまちづく
りを推進する。町民・行政・関係機関・企業が協
力し、より良いまちづくりを目指す。

ふるさと納税事業
個人向けでは、返礼品サイトの魅力を高め、新た
な返礼品を増やす。企業版では、より多くの寄付
を呼び込むための取り組みを進める。

子育て応援祝い金事業
出産時第一子10万円、第二子20万円、第三子以降
30万円、小学校入学時３万円、中学校入学時５万円
の経済的支援を行う。

学校給食費無償化事業
子育て世帯の経済負担の軽減を図るため、学校給食費を無償化する。

健康教室事業
町民の健康増進及び健康課題解決に向けて、高血圧・高血糖などの健康課題に特化した事業を実施する。
そして、本事業を通して自身の健康を守る意識を高め、疾病予防や健康寿命の延伸につなげる。

防火水槽整備事業
五畳敷・大成沢地区において防火水槽（40トン級）の設計業務委託を行う。

消火栓新設・改修事業
長倉・琵琶首地区において消火栓の改修工事を行う。

小型動力ポンプ・消防自動車整備事業
五畳敷班において普通積載車、小巻・琵琶首班において小型動力ポンプの更新を行う。

ごみ減量化推進事業
生ごみ処理機の普及などによるごみ減量を目的とし
て、町民に対して生ごみ処理機等購入総額の２分の
１（限度額２万円）の補助を実施する。

景観計画策定事業
「歴まち計画」に基づき、町の景観を活かしたまちづくりを進める。景観の大切さを伝えるため、町民向けの
普及活動を行いながら、景観計画を策定する。

柳津町民バス運行事業
本庁地区、支所地区の町民バス運行業務（２業務）を委託により実施する。

（本庁地区：６路線、支所地区：６路線）併せて、公共交通の見直しに向けた協議を進める。

ここでは、令和７年度の主な事業を抜粋して紹介しています。この他にも、皆さんの
暮らしがより豊かで安心できるものになるよう、多くの事業があります。
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柳津町の出来事（～３月初旬）

会津坂下ロータリークラブから令和７年度新入学児童へ水筒が寄贈されました

第34回福島県小学生バレーボール新人大会

元柳津町議会議員　菊地正氏へ叙勲伝達

01

04

02

２
月
１３
日（
木
）、
会
津
坂
下
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
の
古
川
敏
典
会
長
は
じ
め
役
員

の
方
々
が
町
役
場
を
訪
れ
、
令
和
７
年
度

新
入
学
児
童
へ
水
筒
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

古
川
会
長
は
、「
柳
津
町
の
新
入
学
児

童
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。」と
小

林
町
長
と
神
田
教
育
長
に
手
渡
さ
れ
、
小

林
町
長
と
神
田
教
育
長
は
、「
夏
は
大
変

な
暑
さ
に
な
り
ま
す
。
水
分
補
給
が
大
事

に
な
り
ま
す
の
で
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。」と
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

３
月
２
日（
日
）、
小

野
町
町
民
体
育
館
及
び

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
に
て
開
催
さ
れ

た「
第
３４
回
福
島
県
小

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新

人
大
会
」に
柳
津
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。

男
子
チ
ー
ム
は
県
内

８
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ

り
柳
津
町
チ
ー
ム
は
第

３
位
と
な
り
ま
し
た
。

会
津
勢
の
入
賞
は
平
成

２７
年
度
以
来
の
９
年
ぶ

り
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
４
日（
火
）、
元
柳
津
町
議
会
議
員

の
菊
地
正
氏（
大
平
町
）へ
の
高
齢
者
叙
勲

（
旭
日
單
光
章
）伝
達
式
が
町
役
場
に
て
行

わ
れ
、
本
田
伸
雄
福
島
県
会
津
地
方
振
興

局
長
よ
り
菊
地
氏
へ
勲
章
と
勲
記
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

菊
地
氏
は
３
期
１２
年
間
、
町
議
会
議
員

と
し
て
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
な
ど
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
、
町
の
産
業
、
教
育
、

文
化
、
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

七日堂裸詣り

第１回 柳津町歴まちだより03

奥之院弁天堂

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
昨
年
国
の
認

定
を
受
け
た
歴
ま
ち
計
画
と
関
連
す

る
、
町
の
歴
史
の
話
題
に
つ
い
て
お
届

け
し
ま
す
。
第
１
回
目
は
、
今
回
の
計

画
の
中
心
と
な
る
奥
之
院
弁
天
堂
と
圓

藏
寺
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

奥
之
院
弁
天
堂
は
町
唯
一
の
国
指
定

の
重
要
文
化
財
で
、
室
町
時
代
に
建
立

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
内
部

の
須
弥
壇
に
は
弁
天
像
が
祀
ら
れ
て
お

り
、
毎
年
８
月
19
日
に
御
開
帳
さ
れ
て

い
ま
す
。
圓
藏
寺
は
、
町
を
象
徴
す
る

寺
院
で
虚
空
藏
尊
菩
薩
を
祀
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
大
同
年
間（
約

１
２
０
０
年
前
）に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、

会
津
地
方
を
代
表
す
る
僧
で
あ
る
徳
一

に
よ
り
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
１
月
７
日
に
行
わ
れ
る
七

日
堂
裸
詣
り
は
町
を
代
表
す
る
伝
統
的

な
祭
礼
で
、
下
帯
姿
の
男
た
ち
が
菊
光

堂
内
の
鰐
口
を
目
指
し
て
駆
け
上
が

る
、
勇
壮
で
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
気

の
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
数
え
年
で
13
歳
に
な
る
子
ど

も
た
ち
が
人
生
儀
礼
と
し
て
参
拝
す
る

十
三
講
詣
り
で
は
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
人
び
と
が
訪
れ
賑
わ
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
伝
統
的
な
行
事
や
建
物
を
歴
ま

ち
計
画
で
は
維
持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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面積の約８割が森林である柳津町では、森林整備があまり進まないことをはじめとして様々な課題があり
ます。

それらの課題に対し、50年後の柳津町の森林がどのようになってほしいかという将来像を描き、その実現
のための具体策を組み合わせた「柳津町森林利活用ビジョン」（以下、ビジョン）をつくるべく、今年度進めて
まいりました。

ビジョンを策定するための柳津町森林利活用ビジョン策定検討会（以下、検討会）は、町内の伐採事業者、
木工事業者、建築事業者らの林業関係者とともに、観光協会や商工会からもメンバーを募り、さらに町内と
近隣自治体に住む県立会津農林高等学校の生徒にも加わっていただき、多様な年齢や職種の方々で構成しま
した。また、メンバーのうち５名が女性であり、女性にも積極的に参画していただきました。

座長には東京農業大学の山下詠子准教授に努めていただき、またアドバイザーに富士大学の木村憲一郎教
授をお迎えし、会津農林事務所、関東森林管理局会津森林管理署、奥会津五町村活性化協議会からも参加し
ていただき検討会を進めてきました。

これまでに検討会を６回、先進地視察を２回、検討会に先立つ講演会を４回開催し、講演会では町民の方
を中心に参加いただきました。

検討会での議論の結果、50年後の柳津町の森林が「宝の山」として大事にされながら受け継がれていって欲
しいという思いを込めて、スローガンを『みらいに活かす「宝の山」』としました。

今後はこのビジョンをもとに町内の林政を町民の皆さまとともに進めて参ります。ご理解とご協力をお願
いいたします。

問　地域振興課農林振興係　℡０２４１－４２－２１１６

柳津町森林利活用ビジョンが策定されました01
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求 人 者 名 特別養護老人ホーム福柳苑
勤 務 地 特別養護老人ホーム福柳苑
職 種 介護員 調理員
雇 用 形 態 正社員 臨時職員 正社員 アルバイト・パート
雇 用 期 間 期間の定めなし 随時〜令和７年３月31日 期間の定めなし 随時〜令和７年３月31日

応 募 資 格 介護職員初任者研修 資格不問 調理師（必須）/栄養士（必須） 
年齢不問

調理師（あれば尚可）
年齢不問

給与・賃金等 月額　207,000円～（各種手当含む） 月給　170,000円～ 時給　1,000円～
福利厚生・
待 遇

雇用保険制度/労災保険制度/健康保険制度/厚生年金制度
退職年金制度/正職員登用制度あり（臨時職員）

雇用保険制度/労災保険制度
健康保険制度/厚生年金制度

休 日 休 暇 週休２日制
問 合 先 ℡０２４１－４１－１１６５　佐藤（事務）

「
相
続
し
た
土
地
を
弟
と
均
等
に
分
け
た
い
」

Ｑ
．
親
か
ら
相
続
し
た
土
地
を
、
面
積

が
２
分
の
１
に
な
る
よ
う
に
、
弟
と

均
等
に
分
け
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
で
す
か
？

Ａ
．
土
地
を
均
等
に
２
分
割
す
る「
分
筆

登
記
」を
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
相
続
登
記
を
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
相
続
登
記
の
手
続
も
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
土
地
を

分
け
る
分
筆
登
記
を
申
請
す
る
に
は
、

隣
地
の
所
有
者
に
境
界
の
確
認
、
同

意
・
承
諾
を
受
け
て
、
地
積
測
量
図

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
地
積
測
量
図
を
作
成
す
る
た
め

に
は
、
高
度
な
専
門
的
知
識
と
技
術

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
福
島
県

土
地
家
屋
調
査
士
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
、
お
近
く
の
土
地
家
屋
調
査

士
を
探
す
な
ど
し
て
か
ら
、
そ
の
土

地
家
屋
調
査
士
に
ご
相
談
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
境
界
の
確
認
は
、
法
務
局
、

市
町
村
役
場
に
あ
る
境
界
に
関
す
る

資
料
等
を
調
査
の
上
、
そ
の
資
料
に

基
づ
き
一
筆（
全
部
）の
境
界
を
確
認

し
ま
す
。
境
界
杭
が
亡
失
し
た
場
合

は
、
境
界
立
会
い
や
資
料
に
基
づ
き
、

境
界
を
復
元
し
ま
す
。

　
　
図
面
の
作
成
に
は
、
そ
の
前
提
と

し
て
精
度
の
高
い
測
量
が
必
要
と
な

る
場
合
が
多
く
、
そ
の
た
め
、
測
量

技
術
や
境
界
に
関
す
る
専
門
的
な
知

識
、
測
量
機
器
や
製
図
機
器
等
の
一

定
の
機
材
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
通

常
で
す
。
そ
の
た
め
、
土
地
家
屋
調

査
士
の
関
与
を
お
勧
め
す
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
願
い
ま
す
。

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に
つ
い
て
」

Ｑ
．
法
務
局
で
相
続
人
の
証
明
を
し
て

く
れ
る
制
度（「
法
定
相
続
情
報
証
明

制
度
」）が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

か
？

Ａ
．法
務
局
で
相
続
人
を
証
明
す
る「
法

定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
が
あ
り
、

こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
す
と「
法
定
相

続
情
報
一
覧
図
の
写
し
」が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
亡
く
な
っ
た
方
名
義
の

預
貯
金
等
の
払
戻
し
や
相
続
税
の
申

告
、
相
続
登
記
な
ど
の
各
種
相
続
手

続
に
お
い
て
、
戸
除
籍
謄
本
の
代
わ

り
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
　
こ
の「
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写

し
」は
、
必
要
な
範
囲
で
複
数
通
を
無

料
で
交
付
で
き
ま
す
の
で
、
幾
つ
も

の
相
続
に
関
わ
る
手
続
が
あ
る
場
合

に
は
、
同
時
に
手
続
を
進
め
ら
れ
、

時
間
短
縮
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
相
続
登
記
手
続
に
も
利
用

で
き
ま
す
。

問
福
島
県
地
方
法
務
局　
若
松
支
局

　
℡
０
２
４
２
－
２
７
－
１
５
０
１

　
福
島
県
司
法
書
士
会

　
℡
０
２
４
－
５
３
４
－
７
５
０
２

求 人 者 名 株式会社 みとみ
勤 務 地 柳津町 他
職 種 そろばん教室の先生
雇 用 形 態 アルバイト・パート（週２日～４日程度）
雇 用 期 間 期間の定めなし

応 募 資 格 高卒以上／普通自動車免許／年齢不問
子供の頃の珠算能力検定３級程度（それ以下でも応相談）

給与・賃金等 時給1,100円　※試用期間中は955円
福利厚生・
待 遇

労災保険制度／転勤なし
雇用保険（週20時間以上勤務の場合加入）

休 日 休 暇 土日祝休み
問 合 先 ℡０２４２－２９－２２２２　大谷

柳
津
町
求
人
情
報
一
覧

02

相
続
登
記
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ

01

県立宮下病院からのお知らせ03
愛ばんしょ外来　担当看護師

春は生活や環境の変化や、寒暖差が原因で、疲労感、倦怠感、イライラや不眠などの症状があらわれやす
くなります。

予防するためには、バランスの良い食事を１日３食とりましょう。質の良い睡眠がとれるように環境を整
えましょう。適度な運動や入浴習慣で血流を改善させましょう。

愛ばんしょ外来では、健康や介護などの相談窓口を設置して
おります。健康教室のDVDの貸し出しも行っております。お気
軽にお声がけください。

問　県立宮下病院　℡０２４１－５２－２３２１

山火事に注意を！！02
山火事は空気が乾燥し、草木が芽吹く前の春先に多く発生しています。燃えてしまった森林を元の姿に

戻すのは多くの時間が必要です。
山火事を起こさないためにも、次のことに注意しましょう。

・枯れ草等のある場所では、たき火をしないこと
・強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしないこと
・たき火の場所を離れるときには、完全に消火すること
・たばこの吸い殻は必ず消すとともに、投げ捨てはしないこと
・時期に限らず火遊びをしないこと
・実施の際には、水バケツや消防団を配置すること
・火入れを行う際、許可を必ず受けること

山火事の原因の多くが、火の取扱い時のちょっとした不注意で発生して
います。

一人ひとりが森林の大切さを認識し、火の元の取り扱いには責任を持つ
ことで防火意識を高めていきましょう。

問　火事・救急・救助は１１９番へ！　会津坂下消防署柳津出張所　℡０２４１－４２－２１５０

山火事を起こさない為の注意点
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ご寄附（２月分・敬称略・掲載可能者のみ）戸籍の窓（２月届出分・敬称略・掲載可能者のみ）

有料広告を掲載しませんか？
町では、「広報やないづ」および「柳津町ホームページ」等

への有料広告を募集しています。
掲載を希望する場合には、下記までお問合せください。

問   みらい創生課みらい創生係
　　℡０２４１－４２－２４４７

4月行事予定カレンダー （下段：休日救急診療当番医）

柳
津
ひ
さ
ご
吟
社　
三
月
例
会

兼
題「
自
由
句
」

浜
友
の仮

屋
に
咲
き
し
菜
の
花
よ

泰
　
花

ひ
ば
り
の
子

生
き
る
喜
び
高
ら
か
に

桃
　
女

野
仏
に

た
ん
ぽ
ぽ
添
え
し
村
は
ず
れ

江
津
子

食
う
て
良
し

抱
え
て
愛
で
し
菜
種
花

由
美
子

引
き
鴨
の
旅
立
つ
後
に
残
り
鴨

み
は
る

鳴
声
を
耳
に
届
け
て
春
知
ら
す

明
　
水

菜
の
花
に

蝶
飛
ぶ
日
々
の
待
ち
遠
し

範
　
人

三
寒
四
温十

寒
に
し
て
四
温
な
く

ミ
　
ヨ

能
登
の
地
に

せ
め
て
降
ら
す
な
雨
と
雪

美
　
作

日 月 火 水 木 金 土
3／30 3／31 1 2 3 4 5

入所式／柳津保育所
健幸クラブ（柳津）／
ふれあい館（10：00～）

春の防火パレード
春の交通安全運動

（〜15日）

6 7 8 9 10 11 12
小・中学校入学
式・第１学期始
業式

健幸クラブ（西山）／
ゆきげ館（10：00～）

あいづやないづ
モダン駅フェス
／会津柳津駅舎
および駅前広場

（10：00～17：00）

寿松堂渡辺医院
（会津坂下町）
℡0242-83-3125

13 14 15 16 17 18 19
健幸クラブ（柳津）／
ふれあい館（10：00～）

授業参観・PTA総
会・懇談会／柳小
授業参観・懇談会・
PTA総会・雪囲い
撤去作業／西小

吉川医院
（会津美里町）
℡0242-56-3358

20 21 22 23 24 25 26
福満虚空藏菩薩
圓藏時お茶会

乳児健康相談／
銀山荘（9：30～）

健幸クラブ（西山）／
ゆきげ館（10：00～）

県立宮下病院
（三島町）
℡0241-52-2321

27 28 29 昭和の日 30 5／1 5／2 5／3
柳津町消防団春
季検閲式

平野医院
（会津坂下町）
℡0242-83-2243

荒井医院
（会津坂下町）
℡0242-83-2224

※坂下厚生総合病院・高田厚生病院・県立宮下病院は、当日は通
常診療は行わず、急患の方だけを診察いたします。また、救急
告示病院ですので、当番日以外でも急患の方は診察いたします。

※各医院の都合により、当番が変更になる場合がありますのでご
了承ください。

■柳津保育所へ

ご遺志

伊　藤　大　樹　（安久津）

■町立柳津小学校へ
一般寄附 ［新入生へ］

会津坂下ロータリークラブ 【水筒】

ご遺志

金　子　勝　之　（砂子原）

齋　藤　金　保　（出　倉）

伊　藤　大　樹　（安久津）

■町立西山小学校へ
ご遺志

金　子　勝　之　（砂子原）

伊　藤　大　樹　（安久津）

■町立会津柳津学園中学校へ
ご遺志

金　子　勝　之　（砂子原）

齋　藤　金　保　（出　倉）

伊　藤　大　樹　（安久津）

■町社会福祉協議会へ
ご遺志

荒　明　光　明　（砂子原）　　　　 

山　内　直　人　（会津坂下町）　　　 

金　子　勝　之　（砂子原）　　　　 

齋　藤　金　保　（出　倉）　　

伊　藤　大　樹　（安久津）

■町へ
一般寄附

株式会社ミルテック

ご遺志

伊　藤　大　樹　（安久津）

■ご逝去

山　内　一　秋 88 （久保田）

金　子　ハ　ル 99 （砂子原）

千　代　秀　次 76 （細　越）

齋　藤　ミツノ 94 （野老沢）

伊　藤　　　純 68 （安久津）

小　島　勝　利 76 （四ツ谷）

4月の納期限は4月30日（水）です
【口座振替引落日：4月25日（金）】

柳津町は納税完納推進の町です
納税により、皆さんの暮らしが成り立っています。
納期限内に納めましょう。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。
問   総務課税務係　℡０２４１－４２－２１１３

固定資産税 １期
総務課税務係
℡０２４１－４２－２１１３

軽自動車税 全期
総務課税務係
℡０２４１－４２－２１１３

住宅使用料 ４月分
建設課建設係
℡０２４１－４２－２１１７

農集排・林集排・
簡易排水使用料

４月分
建設課上下水道係
℡０２４１－４２－２１１７
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